
短ほぞ差し

胴差し

柱

土台

かすがい

短期許容耐力 短期許容耐力 短期許容耐力 短期許容耐力 短期許容耐力

　　　下図は告示による表記であり、メーカーしようによる該当品の仕様も可である

短冊金物 S:t3.2

M12 ボルト締め M12 ボルト締め

短冊金物 S:t3.2

スクリュー釘打
長さ4.5cmの

2-M12 ボルト締め

（耐力10kN）t3.2
ホールダウン金物

鋼板添え板に止め付けた
Bolt M16を介して緊結したもの

短期許容耐力短期許容耐力短期許容耐力短期許容耐力短期許容耐力

長ほぞ差し

込み栓

柱

かど金物 CP-T:t2.3

長さ6.5cmの太め
鉄丸釘5本平打（横架材）

鉄丸釘5本平打（柱）
長さ6.5cmの太め

V字金物 VP:t2.3

鉄丸釘4本平打（柱）
長さ9cmの太め

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打（横架材）

長さ6.5cmの太め
鉄丸釘5本平打（柱）

かど金物 CP-L:t2.3

長さ6.5cmの太め
鉄丸釘5本平打（横架材）

t4.5×40×40の角座金を介して
ナット締め

厚さ3.2mmの鋼板添え板に
M12ボルトを溶接した金物 M12

t3.2

M12 ボルト締め M12 ボルト締め

ナット締め

厚さ3.2mmの鋼板添え板に
M12ボルトを溶接した金物

t4.5×40×40の角座金を介して

長さ5cmの
スクリュー釘打

ホールダウン金物

鋼板添え板に止め付けた
Bolt M16を介して緊結したもの

ホールダウン金物

鋼板添え板に止め付けた
Bolt M16を介して緊結したもの

ホールダウン金物

鋼板添え板に止め付けた
Bolt M16を介して緊結したもの

（耐力15kN）t3.2 （耐力20kN）t3.2 （耐力25kN）t3.2 ホールダウン金物

鋼板添え板に止め付けた
Bolt M16を介して緊結したもの

3-M12 ボルト締め

（耐力15kN）t3.2

5-M12 ボルト締め
4-M12 ボルト締め

3-M12 ボルト締め

短期許容耐力 短期許容耐力 短期許容耐力 短期許容耐力

（基礎がない場合）
　部分（クラック補修）

120

15
0

120

60
0

1-D13

1-D13 1-D13

あと施工アンカー
M12@200チドリ

タテ筋 D10@200

モルタル金コテ仕上ァ15

既存基礎表面目荒し
接続部分

※　別に配筋の定めがある場合は、それによる ※　別に配筋の定めがある場合は、それによる

タテ筋 D10@200

M12@200チドリ
あと施工アンカー

既存基礎表面目荒し
接続部分

1-D13

1-D10

2-D13
D10@200 W

D10@200 W

新規挿入

足固め

新規挿入

釘長さ 50mm@150

足固め

構造用合板（ァ7.5mm以上）

構造用合板（ァ7.5mm以上）柱 柱

柱
足固め

新規挿入

構造用合板（ァ7.5mm以上）

平金物

新規束

新
規
斜
材 新

規
斜
材

釘長さ50mmかすがい

かすがい短冊金物

白川小学校耐震工事

亀山市

亀山市白木長2739

小学校

校舎棟：1239.93 ㎡　　　便所棟：30.97 ㎡

白川小学校耐震工事
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第１章　工事概要

第２章　総則

第３章　仮設工事

第３章　特別な材料・工法等

い ろ は

接合補強金物標準図

に ほ へ

と ち り ぬ

基礎補強標準図 床下補強標準図

 引き寄せ金物（HD-B20、S-HD20）

　※　本特記仕様書は、チェックまたは　 印を付けたものを適用する

木構造耐震補強工事特記仕様書

１．工事名称

２．発 注 者

３．工事場所

４．主要用途

５．規　　模 　面積

　構造　　　　　 　木造　　 　木造鉄骨造併用

　既存基礎　　　 　鉄筋コンクリート造布基礎

　無筋コンクリート造布基礎

　ひび割れ有りコンクリート造布基礎

　その他の基礎

本工事は「  」に関するものである。６．工事範囲

なお、別途設備工事との取り合いに留意のこと。

７．工事計画 本工事は、既存の木造構造体に対して部材を補修または増設することによって耐震性の向上及び

構造の改善を図るもので、既存構造体との接合が極めて重要である。また、この施工は限られた

場所で行われるもので、一般の建築工事とは施工方法等相当異なる面がある。

よって、設計の趣旨及び最終的な建物の状態を十分理解した上で工法を選び、施工計画をたてな

ければならない。

特に次の点に十分注意すること。

　ａ）構造体寸法、階高寸法その他は実測による。

　ｃ）既存構造体の金物締直しを行う。

　ｂ）適切な接合金物を選択する。

　ｇ）施工に先立ち全行程の施工計画書を作成し、施主及び設計者に承認を得ること。試験を伴

　　　う場合は、試験方法、及び結果報告書を遅滞なく行うこと。なお、施工計画書は工事種目

　　　別ごとに作成すること。

工事項目は下記による。

　耐力壁設置【筋かい】（  外壁面　　

　耐力壁設置【面材】（  外壁面　　  内壁面）

 内壁面）

　耐力壁設置【  鉄骨　　  　　　】

　金物取付

　金物締直し

　屋根面補強

　小屋面補強

　２階床面補強

　１階床下補強

　基礎補強

　地盤補強

　腐朽部分取替

また上記工事に伴う撤去・修復等工事も併せて行う。

　真壁補修　　 　有　　（  土壁補修　　  モルタル補修）

　無　　※無しの場合、真壁の耐力は考慮しない。

本工事は、設計図及び本特記仕様書に基づくものとし、これらの記載なき場合は、次に定める優１．適用範囲

先順位の仕様書によるものとする。

　　（１）本特記仕様書

　　（２）「木造住宅の耐震精密診断と補強方法」　日本建築防災協会

　　（３）「木造住宅の耐震診断と補強方法2004年版」　日本建築防災協会

図面と仕様書との内容に相違があった場合や不明な箇所が生じた場合は、すべて監督員との協議疑義または２．

軽微な変更 によるものとする。

次の写真は工事記録として残すこと。３．工事写真

　　（１）解体時及び解体完了時の主要構造部。

　　（２）改修箇所の改修前、改修中、改修後

　　（３）脱着機器等の前、後

工事期間中に建物の仕様が考えられるため、安全に対し十分な配慮を行うこと。１．施工内容

場合によっては仮設間仕切や仮囲い等を設け工事関係者以外の工事箇所立ち入りを禁止すること。

仮設工事は次の各項に留意して行うこと。２．施工上の

　　注意事項 　ａ）既存部材の仕上材及び機具類に損傷を与えないように十分注意すること。なお、場合に

　　　よっては必要に応じてシート等で養生する。

特別な材料 　別添図面に示す

　無

１．

２．特別な工法 　別添図面に示す

　無

1.62 kN 3.81 kN（暫定数値） 3.38 kN 5.07 kN 5.88 kN

 長ほぞ差し込み栓打ち 短ほぞ差し、かすがい打ち  かど金物（CP-L）  かど金物（CP-T）  山形プレート（VP）

特記：仕様金物類は、日本住宅・木材技術センターのＺ金物相当品とする

7.50 kN 7.50 kN 8.50 kN 8.50 kN 10.0 kN

 短冊金物・スクリュー釘あり(S)  引き寄せ金物（HD-B10、S-HD10） 羽子板ボルト／スクリュー釘あり（SB-F、SB-E） 短冊金物・スクリュー釘なし(S) 羽子板ボルト／スクリュー釘なし（SB-F2、SB-E2）

15.0 kN 20.0 kN 25.0 kN 30.0 kN

 引き寄せ金物（HD-B15、S-HD15）  引き寄せ金物（HD-B25、S-HD25）  引き寄せ金物（HD-B15、S-HD15）×2個

　布基礎補強 　べた基礎補強 　面材による補強
使用材料等

Ａ　基礎

　直接基礎　　　 　独立基礎

　布基礎

　ベタ基礎

　地耐力　　　  kN/㎡（長期）

　RC

　PHC

　杭耐力  kN/本（長期）

　杭基礎　　　　

Ｂ　鉄筋

　SD295A　（ D16以下 ）

　SD345　 （ D19以上 ）

Ｃ　コンクリート

　Fc＝  N/mm2

Ｄ　あと施工アンカー

　接着系アンカー

　金属系アンカー

Ｅ　その他

　斜材による補強

　ｄ）騒音、粉塵及び汚染などの支障を及ぼす範囲をできるだけ小さくする。

　ｅ）仕上及びコンクリート等の撤去に際しては、最小限必要な範囲とし、残りの部分を傷めな

　　　いように十分注意する。また、腐朽部分は取り替える。

　ｆ）既存配管、配線及び器具等を十分に調査し、損傷を与えないように注意すること。

　全面（鉄筋コンクリート基礎に該当）

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造 S01

NS木構造耐震補強工事特記仕様書

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



形状は接合詳細図に拠る。

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ

  　標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ：MFZn -C、電気メッキ：EP-Fe/Zn　5/CM2 とする。

　合は、適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。

  　ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等に錆を生じるおそれのある場

・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

本項の内容は特記なきかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

（３）構造用合板、構造用パネル

放散量

こと。

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

品　名

本項の内容は特記なきかぎり、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等の日本農林規格に準ずる

   含水率は平均含水率とし、下地材等に用いる場合でも含水率D25以下であることを確認する。

   材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級1級相当とする。

   強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口や接合部に欠点が当たらない

本項の内容は特記なきかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

   ように加工する。

   する。その他は乙種2級とする。

   主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

   乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

   記入なき梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種2級、見えない部分の木材は甲種3級と

部　位

2.1　木質材料

樹　種 区分、等級 その他含水率

（１）適用範囲

使用箇所　頭部／胴部の形状

シージングインシュレイション3.05 mm

・軟鋼線材

・真鋳コースレッド

SN釘

木ネジ

特殊ネジ

ファイバーボード

適　用　径

CN25～CN150

ZN45～90

BN25～BN125

GNF25～GNF125

N19～N150

材　質

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

BN釘

GN釘

ZN釘

CN釘 ・鉄

種　類

N釘 ・鉄

石膏ボード用

耐力壁、床板、屋根

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。

プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（４）製作工場の選定、承諾

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

（５）各種試験・検査報告書の提出

   は、適用項目を示す。

（２）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

（３）施工図等の提出

工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモックアップの作成を行う。

設計図書に基づき、工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を有する工場を選定し、監督職員

の承諾を受ける。

本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。

放散量

2.2　ファスナー

（２）ボルト、ナット

（３）座金

適　用

引張を受けるボルト

せん断を受けるボルト

・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。

・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

（５）接合金物、鋼材

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点のないものとする。

（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓

（６）接着剤（接着接合）

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし内容は特記による。

引寄せ金物

・SS400

その他の金物

鋼材

・

形状・表面処理　その他

表面処理、その他

・SS400，SWRM8～12

・SS400，SWRM8～12

・SWRCH10R

（JIS G 3507）

種　別

Zマーク

Cマーク

・

・

・

材　質

ドリフトピン（全ネジ）

（ラグスクリュー）

シアプレート

スプリットリング

木栓

コーチスクリューボルト

ドリフトピン（寸胴）

種　類

・SS400

・

・堅木

材　質

表面処理 適用、形状、その他

φ16～φ24

φ9～φ19

φ9～φ19

適用径・長さ

M12～M24

φ64、φ102

・電気メッキ

・電気メッキ

・電気メッキ

・電気メッキ

3.2

45

25

4.5

角座金の一辺

丸座金の直径 30

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

厚さ

40

ボルト径に対する座金の大きさ

・SPHC　　(JIS G 3141)

・SPCC　　(JIS G 3131)座金

8

材　質

9964.5

3530

35 40

60

3.2

50

70

3.2

60

6050

60 70

90

4.5

80

120

6

105

・角座金・丸座金

・電気メッキ

10 12

M8～M24

適　用　径

16 20

13

70

80

140

6

125

24

樹種、曲げﾔﾝｸﾞ係数、水平せん断、接着性能、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同一部材の中から抽出し、

・動的曲げ試験の判定基準は、日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネルの強度区分材に準ずる。

含水率測定

表面処理、部品等級など材　質種　類

ステンレスボルト

アンカーボルト

呼び径六角ボルト

有効径六角ボルト

全ネジ六角ボルト

・SUS304

・SS400

・SS400

・SS400

・SS400

適　用　径

・電気メッキ

M12～M24

M3～M20

M3～M36

M3～M36

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

部材、断面、長さ、数量

部材、断面、長さ、数量

強度、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

材　料 確認項目

パネル

構造用 寸法、数量

寸法、数量構造用

合板

集成材

構造用

LVL

構造用

検査

外観

検査

寸法
全乾重

量法

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

（数値は %を示す）

製造工場の認定書等の

写し

示の確認

立会い目視検査

日本農林規格(JAS)表

ヤング係数測定

試験

静的

計
表示

試験

動的

　　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員に報告する。また監督

　職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取

　り率の指定がない場合は、原則全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。

・監督職員欄の〇は立会い検査が必要であることを示す。　

・材種・等級は日本農林規格（JAS）表示の確認を原則とし、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された日本農林規格（JAS）表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験は公的試験場に

　て行う。含水率計は（財）日本住宅・木材技術センタ－認定品を曲げヤング係数は（社）全国木材組合連合会の認定品を

表示

　用いて測定することを原則とする。

　木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。

   含水率測定は、乾燥作業直後に行う。

確認の方法

   注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺20cm、束石等の周囲20cmを標準とし、処理方法は日本しろあり

　　　 対策協会の標準仕様書に準じる。

　 特記なき場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等以上の効力を有するもの

   防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　        　　　　　　　　）

　　　・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量 300ml/㎡、  処理回数 2 回）

   防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる場合には、監督職員に承諾を

　　　AQ認証保存処理材：　　　　　1種　  2種　　3種

   土壌処理省略       北海道　     東北　     北陸

   造膜型　    含浸型 　・部位（　　　　　　　）

（３）耐候処理（塗装）

　 とする。

　　　日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

その他

（２）土壌処理

土台

水周り

外周柱下部 1m

K4

K3

K3

K3

（　　）

・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

　　　JAS保存処理材 　：　　K5 　　K4　　K3　　K2

（１）木材の防腐・防蟻処理

その他の金物

鋼材

Zマーク金物

引き寄せ金物

Cマーク金物

接合金物

・材質、形状、仕上げ

・材質、形状、仕上げ

・材質、形状、仕上げ

・材質、形状、仕上げ、溶接

・材質、形状、仕上げ、製造所

コーチスクリューボルト

スプリットリング

（４）接合金物

シアープレート

木栓など

（３）ファスナー

木ネジ類

ボルト・ナット

ドリフトピン

座金

ファスナーの種類

くぎ

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・樹種、曲げ強度、比重

・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

確認項目

木栓曲げ試験

表示の確認

ミルシートの写し

確認の方法

・設計図書に明記されたファスナーであることを確認する。同等性能のファスナーを用いる場合には、監督職員に承諾を

　得る。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

　得る。

表示の確認

ミルシートの写し

（　　）

（　　）

（　　）

（　      　）

確認項目 確認の方法

（　      　）

（　      　）

（　      　）

   図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5mm以下　　　

   図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5mm、－0mm以下

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

　　材長：　  ±5mm以下　　　（　　　　　　　　）

　　長辺：　  ±1.5％かつ±5mm以下

   軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5mm以下

   ボルト接合工法の場合　　：　±5mm以下

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

梁：（　 　）mm

・ボルト穴径：d＋2.0mm （dはボルト径）

（３）表面仕上げ

（４）面取り

   製材：（　　　　　　　　）

・ドリフトピンの穴径：d±0mm （dはボルト径）

   構造用集成材：（　　　　　　　　）

   柱：（　 　）mm

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

（１）刻み時の注意

・集成材、構造用単板積層材

　　短辺：　　±1.5mm

　・ 半自動溶接 JIS Z 3841（半自動溶接技術検定試験における試験方法および判定基準）

  ・ 手溶接　 　JIS Z 3801（溶接技術検定における試験方法および判定基準）

（３）接合金物の防錆処理

（２）接合金物の溶接作業における技能資格者（以下、「溶接技能者」という。）

b. 溶接技能者の技量に疑いを生じた場合は、工事に相応した試験を行い、その適否を判定し監督職員の承諾を受ける。

・製作金物の防錆処理はJIS K 5625 2種 又は JIS K 5674 1種の1回塗りとする。

a. 溶接技能者は下記の技術を要するもので、技量証明書、その他必要な書類を監督職員に提出して承諾を受けたものとする。

　　　・ ラグスクリュー　d＋2.0mm　　　　　・ アンカーボルトd＋5.0mm

　　　・ 高力ボルト　　　d＋2.0mm

　　　・ 孔芯ずれ　　　±1.0mm以内　　　 　・ 孔間隔のずれ　±1.0mm以内

c. 孔あけ許容寸法

    幅、長さは、製作図寸法の ±2mm以内

b. ボルト、ドリフトピンおよびラグボルトの孔径

（１）接合金物の寸法精度

a.　製品の寸法精度

　　　・ 中ボルト　　　　d＋2.0mm　　　　　・ ドリフトピン　d＋1.0mm

（１）仕口、継手の原則

・仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、9.軸組構法接合部の標準仕様による。

・採用する方法は監督職員の承諾を得る。

・1ヶ所の釘の本数は2本以上とする。

・釘の長さは材厚の2.5倍以上とする。

（２）釘接合

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽子板ボルトや木栓など

　引張り抵抗をする補強部材を併用する。

（３）木ネジ接合

（４）ボルト接合

・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d、側材　0.8d　（dはボルト径）

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。）

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものであることを確認する。

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材　0.8d、側材　1.0d　（dはボルト径）

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機の圧力を弱めるか、最後は

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

　手打ちを用いるなどの方法による。

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・ ネジ径の 40 ～ 70 ％

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の 60 ～ 70 ％

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準ずる。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから2山以上突き出ていることを確認する。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては再度締め直しを

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付けを完了する。

　　　　　　　　　（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではならない。

（５）コーチスクリュー接合

　行う。

（６）ドリフトピン接合

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

・ドリフトピンは孔に密着させる。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては再度締め直

木工事・軸組工法工事　特記仕様書№１

ホルムアルデヒド

ホルムアルデヒド

ヤング係数

材種、等級

含水率

部　位

部　位
品　名

性　能

寸法(mm)
品　名

強度

等級

曲げ性能基準

合板1級

板面

品質

接着

耐久性

曲げヤング係数区分

水平せん断性能区分
樹　種

等　級

材　面

品　質

接　着

厚（巾×長）

部材
確認する

仕様
確認者

社　　内

監督職員

社　　内

監督職員

含水率

社　　内

監督職員

工場処理剤 現場処理剤高耐久材使用部位

１．一般事項

２．材料の品質

３．材料品質の検査方法

４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

５．木材の加工

６．接合金物（製作金物）加工

７．接合

構造用製材

構造用製材

構造用製材

構造用製材根太・大引 ヒノキ

構造用製材 ヒノキ土台

機械等級製材　E70筋かい

機械等級製材　E70

機械等級製材　E70

機械等級製材　E90

機械等級製材　E90

SD20又はD20

SD20又はD20

SD20又はD20

SD20又はD20

SD20又はD20

SD20又はD20

屋根 構造用合板 ２級 － Ｃ－Ｄ 特類 12mm Ｆ☆☆☆☆

小屋束

垂木・母屋・火打

間柱・小梁・胴縁

筋かい

土台

根太・大引

スギ

E70,SD20

スギ

E70,SD20

ヒノキ

E90,SD20

100%

○

100%

○

100%

○

ヒノキ

ヒノキ

プレーナー仕上

プレーナー仕上

3 3

構造用合板 Ｃ－Ｄ 特類 Ｆ☆☆☆☆１級 ○

構造用合板 Ｃ－Ｄ 特類 Ｆ☆☆☆☆壁（非耐力壁）

壁（耐力壁）

２級 －

9mm

9mm

垂木・母屋・火打

間柱・胴縁

構造用製材 機械等級製材　E70柱・梁

杉

杉

杉

杉

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

木構造特記仕様書№１ NS

構造 S02

平成25年 3月28日

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

梁

受け材 30x40

釘 N75 @300

6mm以上

受材以外で合板を

胴つなぎ及び間柱

継ぐ場合

構造用合板

釘 N50 @150

3
00

土台

継ぐ場合

受材以外で合板を

45×100以上

胴つなぎ及び間柱

　で平打ちする。

・受け材は柱や横架材にＮ75-@300以下

45×65以上

（12）面材耐力壁

150

梁

1
50

1
5
0

1
50

1
5
0

土台

（13）水平構面

釘 N50 @150

構造用合板

   １．構造用合板・大壁造の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．構造用合板・真壁造の場合

150

150

受材

釘 N75@150

中通り
@200

移動して必要本数を満たすよう釘を打つこと

本来の位置に釘を打つことができない時は

910

60×45以上

外周

@150

@910

910

   １．小屋裏内ステージ水平構面　構造用合板厚24mm仕様

構造用合板

厚さ24mm以上

E
2

P2E
2

E2

P2

E1 P2

E2

E1
E2

P1P1E1P
2

E1 P1

E
2

P
2

E1

P1

1.5dかつP2/2

1.5d

3d～5d

t/d=2

t/d>6

2≦t/d<6

t/d>6

t/d≦6

（d：釘径）

e
2P1 E1E1P
2

（d：ボルト径、t：主材厚）

加力方向

方　向

繊維直交

方　向

繊　維

（10）釘の最小間隔及び最小端あき距離

12d

15d

10d

10d

8d5d

繊維直交方向

8d5d

繊維方向

加力方向

E1

P1

繊
維
方
向

E2

P2

繊
維
直
交
方
向

（11）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

E
2

E
2
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2

P2
E2

E2

P
2

P
2

P1

E1

E1

P1 P1E1

E
2

3d

7d

5d

7d（荷重負担側）

7d

場合は以下の数値とする。

特記による。特記のない

4d3d

 1.5d（荷重非負担側）

   4d（荷重負担側）

E1

繊
維
方
向

E2

P1

P2

繊
維
直
交
方
向

4d（荷重非負担側）

柱

女木
男木

アンカーボルト

短冊金物

男木

女木

もや

山形プレート

小屋束

小屋梁
山形プレート

傾ぎ大入れ

ボルト（M12標準）

腰掛け鎌継ぎ

男木

女木

男木

継手位置

台持ち継ぎ

女木

金輪継ぎ追掛け大栓継ぎ

鋼板挿入

ドリフトピン

尻挟み継ぎ

材
幅
の
3～

3.
5倍

腰掛け蟻継ぎ

　　　適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　施工時荷重条件の通知

（既製品金物）

　　  柱据え付け面の高さ及び位置

　    建物のわん曲 　：　  　e≦L/2500mm　かつ　e≦25mm

たる き みち
　　　　　　      　根太が縦長角断面の場合、斜め釘2本止め

・落とし込み根太  ：横架材に大入れ 又は 根太掛け＋斜め釘

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。

筋かいプレート

（同等認定品）

（６）火打ち、方杖

（７）小屋束の上下端部

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

・角材を用いる場合の端部は、傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。

・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

（８）根太、捶木と横架材

・半欠き根太      ：横架材に大入れ腮掛け＋斜め釘

・捶木            ：横架材に捶木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。

・転ばし根太      ：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

・風圧力による引張力の補強として、山形プレート金物同等以上で固定する。

（５）筋かい端部

垂木

軒桁

ひねり金物

半欠き根太

根太彫り

（９）間柱と横架材

込み栓止め

長ほぞ差し

・風の負圧の補強  ：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘

女木

あご

（３）横架材どうしの仕口

女木

・伝達できるMやTは母材全断面の2割以下と考えること。

　せいの2/3程度の顎をかける。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

   １．せん断力が母材全断面の3割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

男木

柱

男木

大入れ蟻掛け

片持ち梁

h
3 程度

羽子板ボルト

   ２．せん断力が母材全断面の3割を超える仕口：梁受け金物

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

　を確認すること。

   ３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

2
　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　 　　　　 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    〔　　　　　　 　　　　 　　〕

（２）柱の継手

（６）建方精度

（７）ジベル接合

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては再度締め直しを行う。

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に際して割れを生じないよう、

　ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

・建方後の施工状況の検査

　　  　防腐・防蟻処理　　　　  　材料の加工寸法検査　　　　  　ファスナーの施工状況

・地組み時の立会い検査

　　  　目視による精度確認　　  　計測機器による精度確認　　  　材料の加工寸法検査

　　  　目視による精度確認　　  　計測機器による精度確認　　  　材料の加工寸法検査

　　    施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　  　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方時の立会い検査

・アンカーボルト施工時の立会い検査

　　  　目視による精度確認　　  　計測機器による精度確認　　  　アンカーボルト径、間隔

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　  　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（７）施工状況の検査

　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　    ±2mm以下　 　  〔　　　　　〕

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　    ±2mm以下　 　  〔　　　　　〕

　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　    －5mm≦△H≦+5mm

　　　建物の倒れ 　　：　　　e≦H/2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　（節点間のレベル差）　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　  梁の水平度　　 ：　    e≦L/700+ 5mm　かつ　e≦15mm

・建方の精度基準は下記による。　

（４）柱と横架材の仕口

梁受け金物の例

  すること。

   １．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

柱

横架材

＋

山形プレート止め

短ほぞ差し

   ２．土台の出隅入隅部：土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大入れあり掛け又は片あり掛け柱脚部は扇ほぞ差し

山形プレート

横架材

                         又は寄せほぞ差し（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

あり掛け
大入れ

ほぞ差し
寄せ扇ほぞ差し

短ほぞ差し

傾ぎ大入れ

   ３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

大入れ小根

ほぞ差し

短冊金物

・最終確認

（１）輸送計画

（10）その他の方法による接合

（９）接着接合

（８）既成金物の接合

　　　建方計画書の提出　

（４）施工時の安全性

（３）建方計画

（２）集積・保管

どの場合は監理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは柱に大きな引張力を与えるな

　　　集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、養生、安全対策などについ

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分な検討を行う。

シート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが発生するため避ける。

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や降雨に対する保護として

て検討し、建方計画書としてまとめる。

　　　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

　力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれの仕様に基づき、接合両材

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によって接合部に要求される耐

　の間が密着するように締め付ける。

a±
e
2

L±e1

L:スパン距離

通り芯

a:芯からの離れ

（５）アンカーボルトの施工

      柱隣接間中心距離の誤差e1 ±2mm以下

      通り芯からの誤差e2 ±2mm以下

　　　通り芯からの誤差　　：　　 ±3mm以下　  　〔　　　　　〕

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。

・アンカーボルトはダブルナットとする。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

      柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以下

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

　　　施工時の安全性に対する検討書の提出

　　  　接合金物の施工状況　　  　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・伝達できるMやTは母材全断面の2割以下と考えること。

   ２．曲げ応力や引張力を負担する継手：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

　　    施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

   １．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

（１）横架材同士の継手

　　  　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

  具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかに監督職員に報告し対応策を協議する。

    工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面のはがれ等に注意を払い、不

小胴付きほぞ差し

かね折り金物

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

  すること。落とし蟻の場合は、HD金物を用いる。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、N値計算又は許容応力度計算により、必要耐力を有するZマーク金物等を併用

落とし蟻

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、N値計算又は許容応力度計算により、必要耐力を有するZマーク金物等を併用

渡り顎掛け

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で許容せん断耐力を算出して安全性

・男木の梁せいが女木の2/3以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとしてもよいが、そうでない場合は男木の

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を確認する。

８．運搬・建て方

９．軸組構法接合部の標準仕様

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

木構造特記仕様書№２ NS

構造 S03

平成25年 3月28日

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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（14）柱頭・柱脚

（但し、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）

・耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200mm以内の位置に配置すること。

・M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250mm以上とする。

   ４．（は）山型プレート                                  ５．（に）羽子板ボルト

   ２．（い）かすがい                                      ３．（ろ）L字型かど金物

   １．土台用アンカーボルト

   ６．（へ）10kNホールダウン・引寄金物

45
5

転び止め（垂木と同寸）を配置

垂木-垂木間で釘斜め打ち

（4-N75、表・裏に千鳥配置）

軒桁,棟木位置には

   ２．屋根水平構面　屋根仕様

構造用合板

  厚さ12mm以上

150

（釘：川の字配置）

  釘 CN50@150

  垂木に

        1本追加すること

もしくはM16ボルト

＋角座金（80×80×9）

M16座付ボルト

  もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本

－柱頭－－柱脚－

埋込長さ360mm以上

M16アンカーボルト

（首下長さ110mm以上）

  M12ボルト2本

S-HD10

ZN65 横架材に5本、柱に5本

        長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘を

※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は

ZN90 横架材に4本、柱に4本

山型プレートVP
M12ボルト

羽子板ボルト

かすがい L字型かど金物

      又は同等以上

M12アンカーボルト

埋込長さ250mm以上

座金：厚さ4.5mm、40mm角（Zマーク）

   ８．（ち）20kNホールダウン・引寄金物

－柱脚－

S-HD15

   ７．（と）15kNホールダウン・引寄金物

  M12ボルト3本

（首下長さ110mm以上）

  もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本

－柱頭－

200mm以内

軒桁位置

釘斜め打ち（3-N75）

母屋位置

＋釘斜め打ち（3-N75）

ひねり金物ST-9又は同等品

もしくはM16ボルト

＋角座金（80×80×9）

M16座付ボルト

  もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本

（首下長さ110mm以上）

  M12ボルト3本

S-HD15

埋込長さ360mm以上

M16アンカーボルト

S-HD20

  M12ボルト4本

（首下長さ110mm以上）

  もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本

S-HD10

  M12ボルト2本

（首下長さ110mm以上）

  もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本

もしくはM16ボルト

＋角座金（80×80×9）

M16座付ボルト

埋込長さ360mm以上

M16アンカーボルト
  もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本

（首下長さ110mm以上）

  M12ボルト4本

S-HD20

   ９．（り）25kNホールダウン・引寄金物

S-HD25

  M12ボルト5本

（首下長さ110mm以上）

  もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本

もしくはM16ボルト

＋角座金（80×80×9）

M16座付ボルト

埋込長さ360mm以上

M16アンカーボルト

S-HD25

  M12ボルト5本

（首下長さ110mm以上）

  もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本

（ぬ） （ち）

厚さ30㎜以上幅90㎜以上

耐力壁によ

ルボード(曲

以外)厚さ12

ル

構造用パネ

げ強さの区

分が8タイプ

掛けに入れた軸組

の木材の筋かいをたすき

（と）

る方法で打

掛けに入れた軸組

の木材の筋かいをたすき

壁造の面材

厚さ30㎜以上幅90㎜以上

mm以上

（は）（ち） （へ）

（と） （に）（り）

（と）（と）

を設けた軸

組

（ほ）

（に）

（ろ）

（は）

力壁又は真

ち付けた壁

厚さ30mm以

パーティク

上の木材の

筋かいを入

れた軸組

その他の柱

く柱

柱の位置

（い）

筋かいの下

部が取り付

（ろ）（に）

7.5mm以上

その他の柱
（ほ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

その他の軸出隅の柱

組端部の柱

筋かいの下

厚さ45mm以

部が取り付

上の木材の

得類、厚さ

構造用合板右に掲げる

上幅90㎜以

筋かいを入

れた軸組

く柱

上幅90㎜以

（ろ）（と） （は）

（に） （い）

柱でない場

共に出隅の

出隅であり、

柱の場合

（ろ）

軸組の種類

造の面材耐

面材を大壁

出隅のの柱

合

共に出隅の

該階の柱が

でない場合

該階の柱が

該階の柱が

上階及び当上階の柱が上階及び当

平屋部又は最上階の柱 その他の柱

(5.3.3)(表 5.3.1)

としたもの

したもの

これらと同等以上の接合方法としたもの

もの

リュー釘ZS50打ち、横架材に対して角座金W4.5×40を介してナット締めをした

若しくは山形プレートVPを用い、柱及び横架材にそれぞれ太め釘4-ZN90を平打ち

もの又は短ざく金物Sを用い、上下階の連続する柱に対してそれぞれ六角ボルト

太め釘5-ZN65を平打ちとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

長ほぞ差し込み栓打ち若しくはかど金物CP・Lを、柱及び横架材に対してそれぞれ

M12締め及びスクリュー釘ZS50打ちとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法

としたもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

羽子板ボルトSB・F又はSB・E2を用い、柱に対して六角ボルトM12締め、横架材に

かど金物CP・Tを用い、柱及び横架材にそれぞれ太め釘5-ZN65を平打ちしたもの

対して角座金W4.5×40を介してナット締めをしたもの若しくは短ざく金物Sを、

用い、上下階の連続する柱に対してそれぞれ六角ボルトM12締めとしたもの又は

羽子板ボルトSB・F又はSB・Eを用い、柱に対して六角ボルトM12締め及びスク

短ほぞ差し、かすがいC120若しくはC150打ち又はこれらと同等以上の接合方法と

引き寄せ金物HD-B10又はS-HD10を用い、柱に対して六角ボルト2-M12、横架材、

め付けた六角ボルトM16（布基礎に対してはアンカーボルトM16）を介して緊結し

たもの又はこれと同等以上の接合方法としたもの

引き寄せ金物HD-B20又はS-HD20を用い、柱に対して六角ボルト4-M12、横架材（土

台を除く）、布基礎若しくは上下階が連続する柱に対して当該引き寄せ金物に留

め付けた六角ボルトM16（布基礎に対してはアンカーボルトM16）を介して緊結し

布基礎若しくは上下階が連続する柱に対して当該引き寄せ金物に留め付けた座金

尽きボルトM16W（布基礎に対してはアンカーボルトM16）を介して緊結したもの

引き寄せ金物HD-B15又はS-HD15を用い、柱に対して六角ボルト3-M12、横架材（土

台を除く）、布基礎若しくは上下階が連続する柱に対して当該引き寄せ金物に留

又はこれと同等以上の接合方法としたもの

たもの又はこれと同等以上の接合方法としたもの

引き寄せ金物HD-B25又はS-HD25を用い、柱に対して六角ボルト5-M12、横架材（土

台を除く）、布基礎若しくは上下階が連続する柱に対して当該引き寄せ金物に留

め付けた六角ボルトM16（布基礎に対してはアンカーボルトM16）を介して緊結し

（と）に掲げる仕口を2組用いたもの

たもの又はこれと同等以上の接合方法としたもの

隅柱と土台との仕口

・図示

・柱の上下端とも短ほぞ差しとし、かすがいC120又はC150打ち

・柱の上下端とも短ほぞ差しとし、山形プレートVPを当て太め釘8-ZN90打ち

・柱の上下端とも短ほぞ差しとし、かど金物CP・L又はCP・Tを当て太め釘10-ZN65打ち

・柱の上下端とも長ほぞ差しとし、込み栓打ち

・柱の上下端とも短ほぞ差しとし、ひら金物SM-12を当て太め釘4-ZN65打ち

・扇ほぞ差し又は短ほぞ差しとし、かど金物CP・Lを当て太め釘10-ZN65打ち

(5.3.4)

・ 材料等

本工事で使用する接合部及び接合金物は接合具表及び接合金物表による

本工事で使用する下記以外の材料については部位別材料表による

・図示　・ 筋かい端部の仕口 (5.3.2)

(5.1.6)

・筋かいの種類に応じた接合方法

(1) 厚さ30㎜以上,幅90㎜以上の木材による筋かい

 筋かいプレートBPを、筋かいに対して角根平頭ボルトM12締め及び太め釘3-ZN65平打ち、

 柱に対して太め釘3-ZN65平打ち、横架材に対して太め釘4-ZN65平打ち

(2) 厚さ45㎜以上,幅90㎜以上の木材による筋かい

 筋かいプレートBP-2を、筋かいに対して角根平頭ボルトM12締め及びスクリュー釘7-ZS50

 平打ち、柱及び横架材に対してそれぞれスクリュー釘5-ZS50平打ち

(3) 厚さ90㎜以上,幅90㎜以上の木材による筋かいは図示による

・ 耐力壁となる軸組の ・図示　

・軸組の種類及び柱の位置に応じた仕口の工法は下表による   柱と横架材の仕口

(5.3.3)

（い）

記  号 仕口の工法

（ろ）

（は）

（に）

（ほ）

（へ）

（と）

（ち）

（り）

（ぬ）

表中の記号は工法を示し、下表による

・ 耐力壁でない軸組 柱の端部と横架材の仕口

・図示   柱と横架材の仕口

受材を用いた、構造用合板の張り方

※ 910×2,730（㎜）版　縦張り

なお、構造用面材を横張り又は縦張りとする場合で、梁、柱等以外で継ぐ場合は、間柱及び

硬質木片セメント板の張り方

※ 910×1,820（㎜）版　縦張り又は横張り

胴縁等の断面は45×100（㎜）以上とする

構造用せっこうボードＡ種、Ｂ種、せっこうボード及び強化せっこうボードの張り方

※ 910×2,420（㎜）版又は910×2,730（㎜）板　縦張り

受材を用いた、せっこうラスボードの張り方

・ 

構造用合板、パーティクルボード、構造用パネル、ハードボード、シージングボードの張り方

・ 

※ 910×2,420（㎜）版　縦張り

張り方

※ 910×2,420（㎜）版　縦張り

受材を用いた、構造用せっこうボードＡ種、Ｂ種、せっこうボード及び強化せっこうボードの

貫を用いた構造用面材の張り方

・ 910×1,820（㎜）版　縦張り又は横張り

・ 910×1,820（㎜）版　縦張り又は横張り

・ 910×1,820（㎜）版　縦張り又は横張り

・ 910×1,820（㎜）版　縦張り又は横張り

※ 横張り

・ 構造用合板　接着の程度 1類　　厚さ 12㎜

・ パーティクルボード　強度及び接着剤による区分13P又は13M　　厚さ 15㎜

・ 構造用パネル

   用面材

・ 大壁耐力壁の構造

   用面材

・ 真壁耐力壁の構造

・　床下張り板

・ 910×1,820（㎜）版　縦張り又は横張り

※ 910×2,730（㎜）版　縦張り

(5.4.2)(5.4.3)

(5.5.2)

(5.8.7)・ 図示

・扇ほぞ差し又は短ほぞ差しとし、引き寄せ金物HD-B10又はS-HD10を用いて緊結

　太め釘20-ZN65打ち

・長ほぞ差しとし、込み栓打ち

・柱の上下端とも長ほぞ差しとし、込み栓打ち

・扇ほぞ差し又は短ほぞ差しとし、かすがいC120又はC150打ち

・土台木口と隅柱との取合いを落しありとする場合は、かど金物CP・L又はCP・Tを両面に当て
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新設コンクリート

D10@200（タテヨコ共）

コンクリートカッター切

スタイロフォーム

基礎打増コンクリート 撤去

切込砕石ァ１００（転圧）

割栗石 撤去

既設のままを示す

凡 例

接着系アンカー：Ｄ１０＠２００タテヨコ共
Ｄ１０＠２００タテヨコ共
基礎（有筋化）コンクリート 水平打増　Ｗ：１０００

砕石　：ァ１００
捨コン：ァ５０

土間コンクリートァ１００
Ｄ１０＠２００モチアミシングル
防湿ポリエチレンフィルムァ０．１５敷
砕石ァ１００

1/200基 礎 伏 図
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撤去範囲を示す
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土間コンクリートァ１２０　新設

切込砕石 ァ１００（転圧） 新設

切込砕石 ァ１００（転圧） 新設

コンクリート基礎 新設
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接着系アンカー：Ｄ１０＠２００タテヨコ共
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砕石　：ァ１００
捨コン：ァ５０
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撤去範囲を示す
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撤去束石を示す

改修前

改修後

Ｙ１６

Ｙ１０

Ｙ８

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ９

Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ２４Ｘ１６Ｘ６Ｘ０

Ｘ１

Ｘ２９Ｘ１９Ｘ１１

Ｙ１６

Ｙ１０

Ｙ８

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ９

Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ２４Ｘ１６Ｘ６Ｘ０

Ｘ１

Ｘ２９Ｘ１９Ｘ１１

校舎北棟

Ｘ０

Ｘ０

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝構造

1/200平成25年 3月28日

S06

改修前　改修後　＜北棟＞基礎伏図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



135135485

242.5 242.5

485

242.5 242.5

4
55

15
2.

5
1
52

.5
1
50

15
0

2
75

48
5

1,347.5

15
0

2
75

48
5

240

120
120

240

545

152.5 152.5 240

545

152.5 152.5

5
45

2
40

1
52

.5
15

2.
5

15
0

2
75

48
5

240

120
120 75

75

150

15
0

2
75

48
5

152.5152.5 150

455

145
845

170

1,160

1
35

4
55

1
60

16
0

120

300

90 90

1
20

9
0

90

3
00

1
52

.5
1
50

4
55

15
2.

5

850

1,120

135 135

135

425

145145

60

120

1
50

15
0

2
75

48
5

2
75

15
0

75

60
425 425

850

15
0

24
0

2
10

9
0

1
50

2
10

1
502
75

15
0

1
25

135

67.5
67.5

210137.5 210 790

347.5 1,000

15
0

2
75

48
5

2
00 2
75

15
0

75

1
50

15
0

2
75

48
5

210 790

1,000

180

1,317.5

317.5

137.5

40
50 90

180

55
50 105

210

210 180 210210

10550 9050 4055

1
2
5

1
50

1
2
5

1
50

1
2
5

1
2
5

1
50

1
2
5

1
50

1
2
5

1
50

1
2
5

15
0

2
75

1
50

1
2
5

67.5757.5

825

2
10

9
0

1
5
0

2
10

50
1
00

2
00

50
1
00

コンクリート立上り面目荒しの上

コンクリート撤去

1-D13

1-D13

コンクリート撤去

1-D13

1-D13

プライマー塗布

プライマー塗布
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Ｆ１ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６

設計ＧＬ

Ｆ１ Ｆ７ Ｆ８ Ｆ９

Ｆ２

Ｆ２

設計ＧＬ

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/30

S07

改修前　改修後　＜北棟・南棟共通＞基礎詳細図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計

使用材料

鉄 筋

コンクリート 躯体　　　Ｆｃ＝２４Ｎ／ｍｍ２

Ｄ１６以下　　　ＳＤ２９５Ａ
Ｄ１９以上　　　ＳＤ３４５

株式
会社 前 野 建 築 設 計



土台腐朽 補修

土台腐朽 補修

控え柱受材腐朽

控え柱受材腐朽 控え柱受材腐朽

控え柱受材腐朽

控え柱受材腐朽 補修

控え柱受材腐朽 補修 控え柱受材腐朽 補修

控え柱受材腐朽 補修
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D
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C2

C2

C2

C2

 ・ 特記なき柱は Ｄ１とする

 ・ 特記なき柱は Ｄ１とする

キ ー プ ラ ン

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

C2
アンカーボルト２－Ｍ１２

合欠 控え柱受材

C2

控え柱受材

アンカーボルト２－Ｍ１２

柱位置を示す

隅柱位置を示す
大引　：１０５×１０５＠９１０　ヒノキ　　撤去

（廊下部分）１０５×１０５＠１０００　ヒノキ　　撤去

既設のままを示す

撤去範囲を示す

土間範囲を示す

根太　：４５×５４＠４５５　ヒノキ　　撤去

凡 例

凡 例

火打梁：１３５×１３５　　既設のまま

Ｄ１：土台　１５０×１３５　ヒノキ　　既設のまま

Ｄ２：土台　１０５×　９０　ヒノキ　　既設のまま

1

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

30

床束　：１００×１００＠４５５　　撤去

柱位置を示す

隅柱位置を示す

火打梁：１３５×１３５　　既設のまま

土間範囲を示す

既設のままを示す

大引　：１０５×１０５＠９１０　ヒノキ　　新設

根太　：４５×５４＠４５５　ヒノキ　　新設

（廊下部分）１０５×１０５＠１０００　ヒノキ　　新設

凡 例

凡 例

Ｄ１：土台　１５０×１３５　ヒノキ　　既設のまま

Ｄ２：土台　１０５×　９０　ヒノキ　　既設のまま

床束　：鋼製束　　新設

Ａ

註記

註記

改修前

改修後

校舎南棟

Ｘ１９Ｘ１１ Ｘ２７ＡＸ０

Ｘ１

Ｘ６ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ

Ｘ３４

Ｘ３５Ｘ２９

Ｘ２８Ｂ

Ｙ１

Ｙ６

Ｘ１９Ｘ１１ Ｘ２７ＡＸ０

Ｘ１

Ｘ６ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ

Ｘ３４

Ｘ３５Ｘ２９

Ｘ２８Ｂ

Ｙ１

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ５

Ｙ３

Ｙ１

Ｙ５

Ｙ６

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/200

S08

改修前　改修後　＜南棟＞床伏図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計

1/200床 伏 図

1/200床 伏 図

株式
会社 前 野 建 築 設 計



控え柱受材腐朽 補修

控え柱受材腐朽 補修 控え柱受材腐朽 補修

控え柱受材腐朽 補修

控え柱受材腐朽控え柱受材腐朽

控え柱受材腐朽 控え柱受材腐朽
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9,100 9,100 9,100 3,640 9,100 9,100 9,100

2,00058,2402,000

D2 D2

D2 D2

 ・ 特記なき柱は Ｄ１とする

 ・ 特記なき柱は Ｄ１とする

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

C2
アンカーボルト２－Ｍ１２

合欠 控え柱受材

C2

控え柱受材

アンカーボルト２－Ｍ１２

柱位置を示す

既設のままを示す

撤去範囲を示す

凡 例

凡 例

土間範囲を示す

火打梁：１３５×１３５　既設のまま

隅柱位置を示す
大引　：１０５×１０５＠９１０　ヒノキ　　撤去

根太　：４５×５４＠４５５　ヒノキ　　撤去

（廊下部分）１０５×１０５＠１０００　ヒノキ　　撤去

Ｄ１：土台　１５０×１３５　ヒノキ　　既設のまま

Ｄ２：土台　１０５×　９０　ヒノキ　　既設のまま

1

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

30

床束　：１００×１００＠４５５　　撤去

柱位置を示す

隅柱位置を示す

火打梁：１３５×１３５　　既設のまま

土間範囲を示す

既設のままを示す

大引　：１０５×１０５＠９１０　ヒノキ　　新設

根太　：４５×５４＠４５５　ヒノキ　　新設

（廊下部分）１０５×１０５＠１０００　ヒノキ　　新設

凡 例

凡 例

Ｄ１：土台　１５０×１３５　ヒノキ　　既設のまま

Ｄ２：土台　１０５×　９０　ヒノキ　　既設のまま

床束　：鋼製束　　新設

Ａ

註記

註記

改修前

改修後

Ｙ１１

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１６

Ｙ１５

校舎北棟
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特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/200

S09

改修前　改修後　＜北棟＞床伏図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計

1/200床 伏 図

床 伏 図 1/200

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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控え柱腐朽 撤去

控え柱復旧 １０５×１０５ マツ 新設

 ・ 特記なき柱は Ｃ１とする

 ・ 特記なき柱は Ｃ１とする

柱腐朽 撤去

柱復旧 １０５×１０５ マツ 新設

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

筋かいの向きを表す　撤去

凡 例

既設のままを示す

筋かい付耐力壁を示す

出隅柱を示す

Ｃ１：教室棟柱　　１５０×１５０　杉　既設のまま

Ｃ２：渡り廊下柱　１０５×１０５　マツ　既設のまま

註記

註記

ＷＢ：構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

凡 例

既設のままを示す

ＷＣ：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：両面）

ＷＤ：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：片面）

ＷＡ：筋かい４５×９０たすき掛け＋構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

出隅柱を示す　既設のまま

構造用合板耐力壁を表す　新設

筋かいの向きを表す　新設

凡例（新設壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｗ２：筋かい１０５×１５０　撤去

Ｗ１：筋かい１０５×１５０（外壁杉板よろい下見張）　撤去

凡例（既設壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｃ２：渡り廊下柱　１０５×１０５　マツ　既設のまま

Ｃ１：教室棟柱　　１５０×１５０　杉　既設のまま

改修前

改修後

校舎南棟
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事
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項
平成25年 3月28日 1/200

一級建築士　第320204号　前野　将輝構造 設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号 S10

改修前　改修後　＜南棟＞柱・壁伏図一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

一級建築士事務所　知事登録第1-699号 白川小学校耐震工事設計

柱 ・ 壁 伏 図 1/200

柱 ・ 壁 伏 図 1/200

株式
会社 前 野 建 築 設 計



控え柱 新設 Ｌ＝２０００

控え柱腐朽
控え柱腐朽 撤去
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WA WA WA WA WA WA WA WA WA WA WA

WC WC WC WC WC WC

WC WC WC WC WC WC

WC WC WC WC WC WC

WC WC WC WC WC WC

WD
WD

WD
WD

WD
WD

WD
WD

C2

C2

C2

C2

C2

C2

C2

C2

C2

C2

柱腐朽 撤去

柱復旧 １５０×１５０ スギ 新設

柱 １０５×１０５ マツ 根継

控え柱復旧 １０５×１０５ マツ 新設

柱 １０５×１０５ マツ 根継

 ・ 特記なき柱は Ｃ１とする

 ・ 特記なき柱は Ｃ１とする

柱復旧 １５０×１５０ スギ 新設柱復旧 １５０×１５０ スギ 新設柱復旧 １５０×１５０ スギ 新設

柱腐朽 撤去

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

キ ー プ ラ ン

Ｘ３５

出隅柱を示す

筋かい付耐力壁を示す

既設のままを示す

筋かいの向きを表す

垂れ壁筋かいの向きを表す

Ｃ２：渡り廊下柱　１０５×１０５　マツ　既設のまま

Ｃ１：教室棟柱　　１５０×１５０　杉　既設のまま

凡 例

註記

註記

凡 例

既設のままを示す

ＷＣ：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：両面）

ＷＤ：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：片面）

ＷＢ：構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

ＷＡ：筋かい４５×９０たすき掛け＋構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

出隅柱を示す　既設のまま

構造用合板耐力壁を表す　新設

筋かいの向きを表す　新設

凡例（新設壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｃ２：渡り廊下柱　１０５×１０５　マツ　既設のまま

Ｃ１：教室棟柱　　１５０×１５０　杉　既設のまま

Ｗ２：筋かい１０５×１５０　撤去

Ｗ１：筋かい１０５×１５０（外壁杉板よろい下見張）　撤去

Ｗ４：垂れ壁筋かい　撤去

Ｗ３：垂れ壁筋かい　撤去

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

改修前

改修後

Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ２４Ｘ１６Ｘ６Ｘ０

Ｘ１

Ｙ１６

Ｙ１０

Ｙ８

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ９

Ｘ２９Ｘ１９Ｘ１１

Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ２４Ｘ１６Ｘ６Ｘ０

Ｘ１

Ｙ１６

Ｙ１０

Ｙ８

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ９

Ｘ２９Ｘ１９Ｘ１１

校舎北棟

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/200

S11

改修前　改修後　＜北棟＞柱・壁伏図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計

1/200柱 ・ 壁 伏 図

1/200柱 ・ 壁 伏 図

株式
会社 前 野 建 築 設 計



火打梁　：９０×９０　スギ　新設
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G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2

壁受用挟束：６０×１２０　スギ

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

90
15

0
10

5

G6 G6

G2
G1

下段

Ｍ６×８５　９本
専用コーチスクリュー

短冊金物

下段

スクリュー釘 ＺＳ５０

スクリュー釘 ＺＳ５０

コボット水平ステンレスブレースシステム（株式会社 国元商会）
同等品以上

水平ブレース（ステンレスブレースＭ１０）を示す

振れ止メ：６０×１２０　既設のまま

Ｇ１：１５０×１５０　マツ　既設のまま

Ｇ４：１０５×２１０　マツ　既設のまま

Ｇ２：１２０×１９５　マツ　既設のまま

凡 例

※ ＜　＞内は一般陸梁レベル上部の梁を示す

Ａ

Ｇ１：１５０×１５０　マツ　既設のまま

Ｇ４：１０５×２１０　マツ　既設のまま

Ｇ２：１２０×１９５　マツ　既設のまま

凡 例

凡 例

既設のままを示す

柱位置を示す

振れ止メ　：６０×１２０　既設のまま

凡 例

既設のままを示す

Ｇ６：１５０×１０５　杉　新設

G6（  G1）

G
2

 G1）G6（
Bolt 1-M12

Bolt 1-M12

Bolt 1-M12 Bolt 1-M12

（株式会社 国元商会）同等品以上
コボット水平ステンレスブレースシステム

コボット水平ステンレスブレースシステム
２０

１

くも筋かい：１００×１００　撤去

火打梁　　：１３５×１３５　撤去

火打梁：火打金物（Ｚマーク同等品）　新設

柱位置を示す

改修前

改修後

Ｇ３：１２０×１８０　マツ　既設のまま

Ｇ３：１２０×１８０　マツ　既設のまま

校舎南棟
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Ｙ１

Ｙ５

Ｙ７

Ｙ８

Ｙ６

Ｙ９

Ｙ１

Ｙ５

Ｙ７

Ｙ８

Ｙ６

Ｘ０ Ｘ３５

Ｘ１９Ｘ１１Ｘ１ Ｘ３４Ｘ２７ＡＸ１６Ｘ６ Ｘ２２Ａ Ｘ２９

Ｘ０ Ｘ３５

Ｘ１９Ｘ１１Ｘ１ Ｘ３４Ｘ２７ＡＸ１６Ｘ６ Ｘ２２Ａ Ｘ２９

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/200

S12

改修前　改修後　＜南棟＞陸梁伏図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計

1/200陸 梁 伏 図

1/200陸 梁 伏 図

株式
会社 前 野 建 築 設 計



火打梁　：９０×９０　スギ　新設
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<G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6> <G6><G6> <G6>
<G6> <G6> <G6> <G6> <G6><G6> <G6><G6> <G6><G6> <G6><G6> <G6> <G6> <G6> <G6>

壁受用挟束：６０×１２０　スギ

G
4

G
4

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｙ１６

Ｙ１５

北棟

Ｙ１１

渡り廊下（西） 渡り廊下（中央） 渡り廊下（東）

便所棟 Ｙ６

Ｙ５

南棟

Ｙ１

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

キ ー プ ラ ン

Ｘ３５

90
15

0
10

5

スクリュー釘 ＺＳ５０

短冊金物

下段

下段

専用コーチスクリュー
Ｍ６×８５　９本

スクリュー釘 ＺＳ５０

G6 G6

G1
G2

※ ＜　＞内は一般陸梁レベル上部の梁を示す

Ｇ１：１５０×１５０　マツ　既設のまま

Ｇ４：１０５×２１０　マツ　既設のまま

Ｇ２：１２０×１９５　マツ　既設のまま

凡 例

凡 例

既設のままを示す

柱位置を示す

振れ止メ　：６０×１２０　既設のまま

Ｇ１：１５０×１５０　マツ　既設のまま

Ｇ４：１０５×２１０　マツ　既設のまま

Ｇ２：１２０×１９５　マツ　既設のまま

凡 例

Ａ

コボット水平ステンレスブレースシステム（株式会社 国元商会）
同等品以上

水平ブレース（ステンレスブレースＭ１０）を示す

振れ止メ：６０×１２０　既設のまま

凡 例

既設のままを示す

柱位置を示す

Ｇ６：１５０×１０５　杉　新設

Bolt 1-M12

G6（  G1）

G6（  G1）
Bolt 1-M12

G
2

コボット水平ステンレスブレースシステム
（株式会社 国元商会）同等品以上

Bolt 1-M12 Bolt 1-M12

コボット水平ステンレスブレースシステム
１

２０

くも筋かい：１００×１００　撤去

火打梁：火打金物（Ｚマーク同等品）　新設

火打梁　　：１３５×１３５　撤去

改修前

改修後

Ｇ３：１２０×１８０　マツ　既設のまま

Ｇ３：１２０×１８０　マツ　既設のまま
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特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/200
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Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

凡 例

振れ止メ：６０×１２０　既設のまま

Ｇ５：１２０×１９５（登り梁）　マツ　既設のまま

便所棟による

便所棟による

凡 例

既設のままを示す

撤去範囲を示す

　　　　　既設のまま（一部撤去）

母屋　　：６０×１２０＠９１０　杉
　　　　　既設のまま（一部撤去）

垂木　　：５４×５４＠４５５　杉

凡 例

既設のままを示す

母屋　　：６０×１２０＠９１０　既設のまま

※瓦・野地板などは全て撤去の上、葺土は処分し、瓦を復旧する。

　復旧時に棟瓦・平瓦ともに補強・留め付けすること。

　（垂木＠４５５転ばし、Ｎ５０＠１５０以下）

凡 例

振れ止メ：６０×１２０　既設のまま

Ｇ５：１２０×１９５（登り梁）　マツ　既設のまま

母屋　　：１５０×１０５　杉　新設

　　　　　既設のまま（一部新設）

※野地板復旧時に、構造用合板ァ１２で小屋面の水平剛性を向上させること。

垂木　　：５４×５４＠４５５　杉

１
２０

Ａ

垂木

構造用合板

垂木受材

ラグスクリュー

新設

垂木転び止メ材

垂木転び止メ材

構造用合板ァ12 新設

既設のまま

ラグスクリュー

既設のまま

Ｃ１

Ｃ１：１５０×１５０ 既設のまま

垂木受材：６０×９０

垂木：５４×５４＠４５５

５４×５４ 新設

釘 Ｎ５０＠１５０
釘Ｎ６５＠１５０ 新設

釘 Ｎ７５ 新設

釘Ｎ６５＠１５０
（３分）Ｌ＝１２５ 新設

（３分）Ｌ＝１２５ 新設

間柱：３０×１２０  新設

改修前

改修後

校舎南棟
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キ ー プ ラ ン

Ｘ３５

凡 例

Ｇ５：１２０×１９５（登り梁）　マツ　既設のまま

※瓦・野地板などは全て撤去の上、葺土は処分し、瓦を復旧する。

　復旧時に棟瓦・平瓦ともに補強・留め付けすること。

　（垂木＠４５５転ばし、Ｎ５０＠１５０以下）

振れ止メ：６０×１２０　既設のまま

凡 例

既設のままを示す

撤去範囲を示す

凡 例

Ｇ５：１２０×１９５（登り梁）　マツ　既設のまま

凡 例

既設のままを示す

振れ止メ：６０×１２０　既設のまま

母屋　　：１５０×１０５　杉　新設

　　　　　既設のまま（一部新設）

※野地板復旧時に、構造用合板ァ１２で小屋面の水平剛性を向上させること。

　　　　　既設のまま（一部撤去）

　　　　　既設のまま（一部撤去）
母屋　　：６０×１２０＠９１０　杉

　　　　　既設のまま（一部撤去）
母屋　　：６０×１２０＠９１０　杉

垂木　　：５４×５４＠４５５　杉

垂木　　：５４×５４＠４５５　杉

１
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Ａ

垂木

構造用合板

垂木受材

ラグスクリュー

新設

垂木転び止メ材

垂木転び止メ材

構造用合板ァ12 新設

既設のまま

ラグスクリュー

既設のまま

Ｃ１

Ｃ１：１５０×１５０ 既設のまま

垂木受材：６０×９０

垂木：５４×５４＠４５５

５４×５４ 新設

釘 Ｎ５０＠１５０
釘Ｎ６５＠１５０ 新設 間柱：３０×１２０  新設

釘 Ｎ７５ 新設

釘Ｎ６５＠１５０
（３分）Ｌ＝１２５ 新設

（３分）Ｌ＝１２５ 新設

改修前

改修後
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筋かい：１５０×１０５
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１５０×１５０
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北棟

南棟
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Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５
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Ｙ１１
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便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｗ２：筋かい１０５×１５０　撤去

Ｗ１：筋かい１０５×１５０（外壁杉板よろい下見張）　撤去

設計ＧＬ

設計ＧＬ

設計ＧＬ

設計ＧＬ

※　柱頭柱脚のかすがいは金物補強する部位については撤去とする

既設のままを示す

撤去範囲を示す

凡 例

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

ＷＤ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：片面）

ＷＣ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：両面）

ＷＢ　：構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

ＷＡ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

既設のままを示す

凡 例

※　特記なき限り内壁はしっくい塗りとする

※　特記なき限り内壁はしっくい塗りとする

ろ～り：柱頭柱脚部の金物補強を示す（接合補強金物標準図による）

改修前

改修後

1/200Ｙ １ 通 軸 組 図

1/200Ｙ ５ 通 軸 組 図

1/200Ｙ ５ 通 軸 組 図

1/200Ｙ １ 通 軸 組 図
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9,280

2,000 1,820

9,280

2,000 1,820

9,280

2,000 1,820

9,280

2,000 1,820

9,280

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

1,820910

1,820910 1,820 1,820 455 1,820 455
455 455

1,820
910

〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1

胴差１５０×１８０

W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2 W2W1 W1 W1 W1

かすがい両面打

かすがい両面打

WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC WCWD WD WD WD

り と と ろ と と へ と と ろ と は は ろ ろ と ろ と と ろ と と りWA WA WA WB WA WA WA WB WA WA WA WA WA WA

ほ ろ ろ ろ ち と ろ ろ ろ と と ろ ろ ろ と と と と と と ろ と と と と ろ ろ と

ほ ろ ろ ろ ち と ろ ろ ろ と と ろ ろ ろ と と と と と と ろ と と と と ろ ろ と

りととろととろとろろははとろととへろり

１５０×１５０

筋かい：１５０×１０５

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

既設のままを示す

撤去範囲を示す

凡 例

設計ＧＬ

設計ＧＬ

設計ＧＬ

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｗ２：筋かい１０５×１５０　撤去

Ｗ１：筋かい１０５×１５０（外壁杉板よろい下見張）　撤去

※　柱頭柱脚のかすがいは金物補強する部位については撤去とする

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

ＷＤ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：片面）

ＷＣ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：両面）

ＷＢ　：構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

ＷＡ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

既設のままを示す

凡 例

設計ＧＬ

※　特記なき限り内壁はしっくい塗りとする

※　特記なき限り内壁はしっくい塗りとする

ろ～り：柱頭柱脚部の金物補強を示す（接合補強金物標準図による）

改修前

改修後

1/200Ｙ ６ 通 軸 組 図

1/200Ｙ ６ 通 軸 組 図

1/200 1/200 1/200 1/200 1/200Ｘ１・Ｘ３４通軸組図 Ｘ １ ６ 通 軸 組 図 Ｘ １ ９ 通 軸 組 図 Ｘ２２Ａ通軸組図 Ｘ２７Ａ通軸組図1/200Ｘ６・Ｘ１１・Ｘ２９通軸組図

1/200 1/200 1/200 1/200 1/200Ｘ１・Ｘ３４通軸組図 Ｘ １ ６ 通 軸 組 図 Ｘ １ ９ 通 軸 組 図 Ｘ２２Ａ通軸組図 Ｘ２７Ａ通軸組図1/200Ｘ６・Ｘ１１・Ｘ２９通軸組図

校舎南棟

Ｘ１９ Ｘ１１ Ｘ１Ｘ３４ Ｘ２７Ａ Ｘ１６ Ｘ６Ｘ２２ＡＸ２９

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｘ１９ Ｘ１１ Ｘ１Ｘ３４ Ｘ２７Ａ Ｘ１６ Ｘ６Ｘ２２ＡＸ２９

Ｙ１ Ｙ１ Ｙ１ Ｙ１ Ｙ１ Ｙ１

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１ Ｙ１ Ｙ１ Ｙ１ Ｙ１ Ｙ１

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/200

S17

改修前　改修後　＜南棟＞軸組図№２

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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58,240

1,8201,820
1,820

1,8201,820 1,8201,820 1,820 1,820 1,8201,820 1,8201,820

9,1009,1009,1003,6409,1009,1009,100

455 455 1,820
455 455
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,
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5
4
,4

2
5

58,240

1,820 1,8201,820 1,8201,820 1,8201,8201,8201,8201,820

9,100 9,100 9,100 3,640 9,100 9,100 9,100

1,820

4
,4

2
5

58,240

1,820 1,8201,820 1,8201,820 1,8201,8201,8201,8201,820

9,100 9,100 9,100 3,640 9,100 9,100 9,100

1,820

4
,4

25

58,240

1,8201,820
1,820

1,8201,820 1,8201,820 1,820 1,820 1,8201,820 1,8201,820

9,1009,1009,1003,6409,1009,1009,100

455 455 1,820
455 455

1,820 910 910
910 910

1,820

1,820 910 910
910 910

1,820

〃〃〃 〃〃〃 〃〃〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃

〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃〃〃〃〃 〃

〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃〃〃〃〃 〃

〃〃〃 〃〃〃 〃〃〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃

かすがい両面打

W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1

胴差１５０×１８０

W2W2

かすがい両面内

かすがい両面内

かすがい両面打

り と と ろ と と ろ と と と と と と ろ と と ろ と と りWA WA WA WA WA WA WA WA WA WA WA WA

り と と ろ と と ろ と と と と と と ろ と と ろ と と り

筋かい：１５０×１０５

１５０×１５０

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

設計ＧＬ

設計ＧＬ

設計ＧＬ

設計ＧＬ

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｗ２：筋かい１０５×１５０　撤去

Ｗ１：筋かい１０５×１５０（外壁杉板よろい下見張）　撤去

※　柱頭柱脚のかすがいは金物補強する部位については撤去とする

既設のままを示す

撤去範囲を示す

凡 例

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

ＷＤ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：片面）

ＷＣ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：両面）

ＷＢ　：構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

ＷＡ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

既設のままを示す

凡 例

※　特記なき限り内壁はしっくい塗りとする

※　特記なき限り内壁はしっくい塗りとする

ろ～り：柱頭柱脚部の金物補強を示す（接合補強金物標準図による）

改修前

改修後

1/200Ｙ １ １ 通 軸 組 図

1/200Ｙ １ １ 通 軸 組 図

1/200

1/200

Ｙ １ ５ 通 軸 組 図

Ｙ １ ５ 通 軸 組 図

Ｘ３４Ｘ２４Ｘ１６Ｘ６ Ｘ２９Ｘ１９Ｘ１１Ｘ１

校舎北棟

Ｘ３４ Ｘ２４ Ｘ１６ Ｘ６Ｘ２９ Ｘ１９ Ｘ１１ Ｘ１

Ｘ３４ Ｘ２４ Ｘ１６ Ｘ６Ｘ２９ Ｘ１９ Ｘ１１ Ｘ１

Ｘ３４Ｘ２４Ｘ１６Ｘ６ Ｘ２９Ｘ１９Ｘ１１Ｘ１

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
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構造
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改修前　改修後　＜北棟＞軸組図№１

一級建築士事務所　知事登録第1-699号
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白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



455
1,820

455
455 455

455
1,820

455
455 455

3,
94

0
4
8
5

3
,9

4
0

4
85

3
,
94

0
4
85

3
,9

40
48

5

3
,
9
4
0

4
8
5

4
,
42

5
4
,4

25

58,240

1,820 1,8201,820 1,8201,8201,8201,820 1,8201,820 1,820

9,100 9,100 9,100 3,640 9,100 9,100 9,100

4
,4

25

58,240

1,820 1,8201,820 1,8201,8201,8201,820 1,8201,820 1,820
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25

2,000 1,820

9,280

1,820 2,000 1,820

9,280
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1,820 2,000 1,820
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1,820

2,000 1,820

9,280

1,820 2,000 1,820

9,280

1,820 2,000 1,820

9,280

1,820 2,000 1,820
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1,820
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1,8201,820

〃

〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃〃〃 〃〃〃 〃〃

〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃〃〃 〃〃〃 〃〃

〃 〃〃 〃〃 〃〃

〃〃 〃〃 〃〃 〃〃

W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1

かすがい両面打

かすがい両面打

W1 W1 W1 W1 W3 W3 W3 W3 W2 W2 W2 W2 W4 W4 W4 W4 W4 W4 W4 W4

り と と ろ と と ろ と と と と と と ろ と と ろ と と りWA WA WA WA WA WA WA WA WA WA WA WA

り と と ろ と と ろ と と と と と と ろ と と ろ と と り

ほ ろ ろ ろ ち と ろ ろ ろ と と ろ ろ ろ と と ろ ろ ろ とWD WD WD WD WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC WC

ほ ろ ろ ろ ち と ろ ろ ろ と と ろ ろ ろ と と ろ ろ ろ と

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

渡り廊下（東）

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

設計ＧＬ

設計ＧＬ

設計ＧＬ

設計ＧＬ

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｗ２：筋かい１０５×１５０　撤去

Ｗ１：筋かい１０５×１５０（外壁杉板よろい下見張）　撤去

Ｗ４：垂れ壁筋かい　撤去

Ｗ３：垂れ壁筋かい　撤去

※　柱頭柱脚のかすがいは金物補強する部位については撤去とする

凡 例

既設のままを示す

撤去範囲を示す

※　特記なき限り内壁はしっくい塗りとする

既設のままを示す

凡 例

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

ＷＤ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：片面）

ＷＣ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋ＰＢァ１２．５（大壁仕様：両面）

ＷＢ　：構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

ＷＡ　：筋かい４５×９０たすき掛け＋構造用合板ァ９（大壁仕様：片面）

※　特記なき限り内壁はしっくい塗りとする

ろ～り：柱頭柱脚部の金物補強を示す（接合補強金物標準図による）

改修前

改修後

1/200Ｘ１・Ｘ３４通軸組図 1/200 1/200Ｘ１６・Ｘ１９通軸組図 Ｘ ２ ９ 通 軸 組 図1/200Ｘ６・Ｘ１１・Ｘ２４通軸組図

1/200

1/200

1/200Ｘ１・Ｘ３４通軸組図 1/200 1/200Ｘ１６・Ｘ１９通軸組図 Ｘ ２ ９ 通 軸 組 図1/200Ｘ６・Ｘ１１・Ｘ２４通軸組図

Ｙ １ ６ 通 軸 組 図

Ｙ １ ６ 通 軸 組 図

Ｙ１５

校舎北棟

Ｘ３４ Ｘ２４ Ｘ１６ Ｘ６Ｘ２９ Ｘ１９ Ｘ１１ Ｘ１

Ｘ３４ Ｘ２４ Ｘ１６ Ｘ６Ｘ２９ Ｘ１９ Ｘ１１ Ｘ１

Ｙ１６ Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６ Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６ Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６ Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６ Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６ Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６ Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６ Ｙ１１

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
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構造
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改修前　改修後　＜北棟＞軸組図№２

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像
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455

Ｂｏｌｔ １－Ｍ１２

Ｂｏｌｔ １－Ｍ１２

短冊金物

スクリュー釘 ＺＳ５０

新 母屋：１５０×１０５ 杉

新 母屋

新 垂木：５４×５４＠４５５ 杉

● Ｇ５：１２０×１９５（登り梁）　マツ

新 ひねり金物

新 垂木

● Ｇ５

新 ひねり金物

コーススレッドビス

新 コーススレッドビス
Ｌ＝１００＠９１０

筋かい

４５×９０

鋼板添え板厚２．３ｍｍ（筋かいプレートＢＰ－２）

横架材にスクリュー釘５－ＺＳ５０

筋かいに７－ＺＳ５０

または、同等認定品（２．０倍用）の筋かいプレート

柱にスクリュー釘５－ＺＳ５０

3
,7
80

64
5

4
,
42

5

2,000

Y4、Y14通まで 9,280

7,280

●

新

新 間柱：３０×１５０＠４５５ 杉

母屋：１５０×１０５ 杉

新

● 母屋：６０×１２０＠９１０ 杉

新

Ｄ１０＠２００タテヨコ共

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

● 垂木：５４×５４＠４５５ 杉

● 束石

● Ｇ２：１２０×１９５　マツ

● 母屋：６０×１２０＠９１０ 杉

Ｇ６：１５０×１０５ 杉

新

新

新

新

新 接着系アンカー：
１４－Ｄ１０＠２００ Ｌ＝８００

新 床束：１０５×１０５＠４５５ ヒノキ

新

新

新 大引：１０５×１０５＠９１０ ヒノキ

根太受：４５×６０ ヒノキ

新 根ガラミ貫：３０×７５ ヒノキ
コンクリートブロック新
２００×２００×１２５

● 垂木：５４×５４＠４５５ 杉

新
Ｎ５０＠１５０（垂木毎）
構造用合板ァ１２ 

切込砕石 ァ１００（転圧）

捨テコン ァ５０新

新

新

新

ベース筋：Ｄ１０＠２００

ベース筋：６－Ｄ１０

● Ｇ５：１２０×１９５（登り梁）　マツ

新 Ｇ６

新 Ｇ６

垂木：５４×５４＠４５５ 杉

新 ひねり金物

新 コーススレッドビス：Ｌ＝１００＠９１０

根太：４５×５４＠４５５ ヒノキ

新

釘

筋かいが入る場合石こうボードのみの場合

受材（新設）

柱（既設のまま）

梁（既設のまま）

間柱（新設） 間柱（新設）

筋かい（新設）

ＰＢァ１２．５
（新設）

構造用合板のみの場合 筋かいが入る場合

釘

間柱（新設）

（新設）
構造用合板 ９ｍｍ

受材（新設）

柱（既設のまま）

梁（既設のまま）

間柱（新設）

筋かい（新設）

土台（既設のまま）

筋かい

2-N75（筋かい１本当たり）
間柱から筋かい側面に斜め打ち

・４５×９０

土台（既設のまま）

間柱（新設）

柱（既設のまま）

梁（既設のまま）

　端部の仕様：平１２建告１４６０号第１　ニ

　筋かい－４５ｍｍ×９０ｍｍ以上の木材

令４６条表１（４）（６）

1/50石こうボード面材張大壁詳細図1/50面材張大壁詳細図

既設のままを示す

凡 例

新設を示す

既設のままを示す

補強詳細図 1/30

Ａ
１

２０

たすき掛け筋かい詳細図 1/50

面材の種類と厚さ 釘の種類とピッチ

石こうボード１２ｍｍ以上

＠１５０以下

ＧＮＦ４０

又は

ＧＮＣ４０

昭５６建告１１００号

第１第一号

その他の横架材の片面に釘打ち（継目には受材を設けて釘打ち）

　面材を所定の釘とピッチによって、柱・間柱・梁・桁・土台

※　柱頭柱脚部の金物補強は軸組図及び接合補強金物標準図による

面材の種類と厚さ

構造用合板

　内壁：５ｍｍ以上

　外壁：特類７．５ｍｍ以上

釘の種類とピッチ

Ｎ５０

＠１５０以下

昭５６建告１１００号

第１第一号

　面材を所定の釘とピッチによって、柱・間柱・梁・桁・土台

その他の横架材の片面に釘打ち（継目には受材を設けて釘打ち）

※　柱頭柱脚部の金物補強は軸組図及び接合補強金物標準図による

設計ＧＬ

Ｙ６ Ｙ５

Ｙ１６ Ｙ１５

Ｙ５ Ｙ１５

Ａ

ＤＥＴＡＩＬ

※　柱頭柱脚部の金物補強は軸組図及び接合補強金物標準図による

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/50補強詳細図
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一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｘ３５
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150
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210

1-D13

1-D13

3-D10@250 L=80

砕石撤去

コンクリート撤去

プライマー塗布
コンクリートカッター切の上

プライマー塗布
コンクリート立上り面目荒しの上

D10@250 タテヨコ共

接着系アンカー：

ベース筋：3-D10

捨テコン ァ50

砕石 ァ100

ベース筋：D10@250

接着系アンカー：3-D10@250 L=80

ベース筋：3-D10

ベース筋：D10@250

15
0

12
0

12
5

ＸＡ ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

1/100基 礎 伏 図 既設のままを示す

凡 例

凡 例

ＸＡ ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

1/100基 礎 伏 図

撤去範囲を示す

既設のままを示す

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

筋かいの向きを表す

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｗ１：筋かい３０×９０

筋かいの向きを表す

既設のままを示す

出隅柱を示す

基 礎 詳 細 図 1/30

基 礎 詳 細 図 1/30

※　特記なき限り外壁はサイディング張り、内壁はタイル張りとする

※　特記なき限り外壁はサイディング張り、内壁はタイル張りとする土台・柱・壁伏図 1/100

ＸＡ ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

※ 特記なき柱は Ｃ１とする
※ 特記なき土台は Ｄ１とする

ＸＡ ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

1/100土台・柱・壁伏図

※ 特記なき柱は Ｃ１とする
※ 特記なき土台は Ｄ１とする

凡 例

Ｄ１：土台　１０５×１０５　ヒノキ　既設のまま

Ｄ１：土台　１０５×１０５　ヒノキ　既設のまま

Ｃ１：柱　１０５×１０５　杉　既設のまま

既設のままを示す

凡 例

Ｃ１：柱　１０５×１０５　杉　既設のまま

出隅柱を示す

Ｃ２：柱　１０５×１０５　杉　新設

ＷＡ：筋かい３０×９０たすき掛け

基礎（有筋化）コンクリート
水平打増　Ｗ：６００

捨コン：ァ５０
砕石　：ァ１００

接着系アンカー：Ｄ１０＠２５０タテヨコ共
Ｄ１０＠２５０タテヨコ共

改修前

改修後

便所棟

ＹＪ

ＹＡ

ＹＪ

ＹＡ

Ｆ１

設計ＧＬ

設計ＧＬ

Ｆ１

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

ＹＪ

ＹＡ

ＹＪ

ＹＡ

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺
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平成25年 3月28日

構造
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S21

改修前　改修後　＜便所棟＞基礎伏図、土台・柱・壁伏図
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火打梁　　：９０×９０　スギ　新設
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G4

G4 G4 G4

G4

陽垂木

陽垂木

キ ー プ ラ ン

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｘ３５

既設のままを示す

凡 例

1/100小 屋 伏 図

ＸＡ ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

1/100

ＸＡ ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

1/100

ＸＡ ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

陸 梁 伏 図

陸 梁 伏 図

母屋：１０５×１０５＠９１０　既設のまま

束　：１０５×１０５＠９１０　既設のまま

※瓦・野地板などは全て撤去の上、葺土は処分し、瓦を復旧する。

　復旧時に棟瓦・平瓦ともに補強・留め付けすること。

　（垂木＠４５５転ばし、Ｎ５０＠１５０以下）

※野地板復旧時に、構造用合板ァ９で小屋面の水平剛性を向上させること。

既設のままを示す

凡 例

1/100小 屋 伏 図

ＸＡ ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

母屋：１０５×１０５＠９１０　既設のまま

束　：１０５×１０５＠９１０　既設のまま

※瓦・野地板などは全て撤去の上、葺土は処分し、瓦を復旧する。

　復旧時に棟瓦・平瓦ともに補強・留め付けすること。

　（垂木＠４５５転ばし、Ｎ５０＠１５０以下）

コボット水平ステンレスブレースシステム（株式会社 国元商会）
同等品以上

水平ブレース（ステンレスブレースＭ１０）を示す

※野地板復旧時に、構造用合板ァ１２で小屋面の水平剛性を向上させること。

凡 例

既設のままを示す

柱位置を示す

火打梁：火打金物（Ｚマーク同等品）　新設

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｇ１：１０５×１５０　マツ　既設のまま

Ｇ２：１２０×１８０　マツ　既設のまま

Ｇ３：１０５×２１０　マツ　既設のまま

Ｇ４：１０５×１０５　マツ　既設のまま

垂木：５４×５４＠４５５　既設のまま

垂木：５４×５４＠４５５　既設のまま

凡 例

既設のままを示す

火打梁　　：１２０×１２０　撤去

柱位置を示す

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｇ１：１０５×１５０　マツ　既設のまま

Ｇ２：１２０×１８０　マツ　既設のまま

Ｇ３：１０５×２１０　マツ　既設のまま

Ｇ４：１０５×１０５　マツ　既設のまま

改修前

改修後

便所棟

ＹＪ

ＹＡ

ＹＪ

ＹＡ

Ｙ５

Ｙ６

ＹＪ

ＹＡ

ＹＪ

ＹＡ

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ６

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

一級建築士　第320204号　前野　将輝

平成25年 3月28日

構造

1/100

S22

改修前　改修後　＜便所棟＞梁伏図、小屋伏図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号
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会社 前 野 建 築 設 計
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W1 W1

W1 W1
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キ ー プ ラ ン
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南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｘ３５

３０×９０

筋かい

鋼板添え板厚１．６ｍｍ（筋かいプレートＢＰ）

または、同等認定品（１．５倍用）の筋かいプレート

筋かいに３－ＣＮ６５＋

Ｍ１２ボルト止め

柱に３－ＣＮ６５平打 横架材に４－ＣＮ６５平打

筋かい

2-N75

間柱（新設）

柱（既設のまま）

梁（既設のまま）

間柱から筋かい側面に斜め打ち
（筋かい１本当たり）

土台（既設のまま）

・３０×９０

　端部の仕様：平１２建告１４６０号第１　ハ

　筋かい－３０ｍｍ×９０ｍｍ以上の木材

令４６条表１（３）（６）

既設のままを示す

撤去範囲を示す

凡 例

※　柱頭柱脚のかすがいは金物補強する部位については撤去とする

※　特記なき限り外壁はサイディング張り、内壁はタイル張りとする

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

Ｗ１：筋かい３０×９０　撤去

ＹＪ ＹＡ

1/100ＸＡ通軸組図

※　特記なき限り外壁はサイディング張り、内壁はタイル張りとする

ＹＪ ＹＡ

1/100ＸＡ通軸組図

既設のままを示す

凡 例

凡例（壁符号：壁仕様詳細については軸組図による）

ＷＡ：筋かい３０×９０たすき掛け

ろ・ほ：柱頭柱脚部の金物補強を示す（接合補強金物標準図による）

たすき掛け筋かい詳細図 1/50

ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

1/100Ｙ５・Ｙ６通軸組図

ＸＤ Ｘ０

ＸＦ

1/100Ｙ５・Ｙ６通軸組図

ＸＡ ＸＤ

1/100ＹＡ・ＹＪ通軸組図

ＸＡ ＸＤ

1/100ＹＡ・ＹＪ通軸組図

ＹＡ ＹＪ

1/100ＸＤ通軸組図

ＹＡ ＹＪ

1/100ＸＤ通軸組図

改修前

改修後

設計ＧＬ

設計ＧＬ

便所棟

※　柱頭柱脚部の金物補強は軸組図及び接合補強金物標準図による

特
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記

事
図 面 名 称 縮 尺
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１５０ｍｍ以上
鉄筋１節半以上かつ

（ｂ）定着（壁の場合）（ａ）重ね継手

　　溶接金網の継手及び定着は下図による。

（ｆ）なお、先組み工法等で柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

　　　２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。

（ｅ）溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接の場合は

（ｄ） Ｄ35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手は用いない。

※1.5Ｌ１ｈ以上 ※0.5Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈをＬ１に読み替える。
※　フックなしの場合

※Ｌ１ｈ※Ｌ１ｈ

（ｃ）重ね継手（※下図はフックありの場合）は下図にいずれかとする。

かつｂ+４０
間隔：ａ≧４００

＜ガス圧接部位＞間隔：ａ≧４００

ａａ 1.1ｄ以上

ｄ 1.4ｄ以上ｅ
カップラー1/5ｄ以下 ｂ1/4ｄ以下 （ｂ）機械式継手（ａ）圧接継手

２－９　隣り合う継手の位置

　　(4) 軽量コンクリートの場合は表の値に５ｄを加えたものとする。

フックありの場合の重ね継手の長さ

　　　　は行わない。

　　　　点間の距離とし、末端のフック部分Ｌ'は定着長さに含まない。また、中間部での折曲げ

　　(3) フックのある場合のＬ１ｈ、Ｌ２ｈ及びＬ３ｈは、次図に示すように鉄筋相互の折り曲げ開始

　　(2) Ｌ２，Ｌ２ｈ：割裂破壊の恐れのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　　　　　　　 並びに下記(2)及び(3)以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

※注(1) Ｌ１，Ｌ１ｈ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

Ｌ１ｈ

L'

特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

構造

１　適用範囲

（ａ）本標準図は新設耐震壁、増打ち耐震壁、開口閉塞壁及び新設袖壁の増設壁工事に適用する。

（ｂ）本配筋標準図以外については設計図書及び監督職員の指示による。

（ｃ）本配筋標準図で「図示」とあるのは、設計図面記載事項を意味する。

（ｄ）本配筋標準図で「特記」とあるのは、「特記仕様書」の記載事項を意味する。

（ｅ）設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また、本標準図に明記なき場合、

　　　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針同解説（２００１年改訂版）、公共建築工

　　　事標準仕様書(平成22年度版)、特記仕様書に指定した共通仕様書による。

（ｆ）本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

（ｇ）本標準図に示す単位は特記なき限り全てｍｍとする。

２－１　鉄筋の表示記号

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

記号

呼び径ｄ D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38 D41

最外径Ｄ 11 14 18 21 25 28 33 36 40 43 46

・フックのない場合

・フックのある場合

・本数に差がある場合

・機械式継手表示

多い

少ない

・溶接継手表示（ガス圧接、突き合せ溶接）

２－２　加工及び組立（一般事項）

（ａ）鉄筋は、設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ、常温で正しく加工して組み立てる。

（ｂ）有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は、使用しない。

（ｃ）コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。この際、鉄筋に損傷を与えない。

（ｄ）鉄筋には、点付け溶接を行わない。また、アークストライクを起こしてはならない。

２－３　加　工

（ａ）鉄筋の切断は、シヤーカッター・直角切断機等によって行う。ただし、現場でやむを得ない

　　　場合は、ガス切断とすることができる。

（ｂ）異形鉄筋の末端部のフックは、２－６（鉄筋の折り曲げ）による。

（ｃ）鉄筋の折曲げ形状及びその寸法は、２－７（重ね継手及び定着長さ）による。

２－４　組　立

　鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径０.８ｍｍ以上の鉄線で結束し、適切な位置

にスペーサー、吊金物等を使用して行う。

　なお、スペーサーは、転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、スラブのスペーサーは原則

として、鋼製とする。また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。

２－５　継　手

（ａ）鉄筋の継手は、重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（平成12年建設省告示1463号

　　　に適合したもの）とし、適用は特記による。

（ｂ）鉄筋の溶接はアーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書７.６.５〔部材の組立〕（ｄ）及び

　　　７.６.７〔溶接施工〕（ａ）による。また、溶接技能者は、公共建築工事標準仕様書７.６.

　　　３〔技能資格者〕に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　　　　　　　

（ｃ）重ね継手及び定着の長さは、２－８（重ね継手及び定着長さ）による。

（ｄ）隣り合う継手の位置は、２－９（隣り合う継手の位置）による。

（ｅ）溶接金網、スパイラル筋の継手及び定着は、それぞれ２－１０（溶接金網の継手及び定着）、

　　　２－１１(スパイラル筋の継手及び定着）による。

２－６　溶　接

２－６－１　溶接材料の種類

　　溶接棒、ワイヤ及びフラックスの種類は下表により、母材の種類、寸法及び溶接条件に相応

　したものを選定する。

種　 類 規格番号 規　格　名　称

被覆アーク溶接棒 JIS Z 3211 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用、被覆アーク溶接棒

セルフシールドアーク JIS Z 3313 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接

溶接用鋼ワイヤ フラックス入りワイヤ

２－６－２　材料の取扱い

　　溶接材料は、丁寧に取扱い、被覆材のはく脱、汚損、変質、吸湿、著しい錆のあるもの等は

　使用しない。吸湿の疑いがあるものは、その種類に応じた乾燥条件で乾燥する。

２－６－３　溶接技能者

（ａ）溶接技能者は、工事に相応した次に示す試験等により(社)日本溶接協会が検定した技量

　　　資格を有する者とする。

　(1) 炭素鋼の手溶接の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基準）

　(2) 炭素鋼の半自動溶接の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）

A A

d d

5d以上(両面)
a10d以上(片面)

≧2d ≧2d

　(3) 自動溶接の場合は、上記(1)又は(2)のいずれかの試験。なお、技量を証明する主な工事

　　　経歴を、監督職員に提出すること。

　(4) 組立溶接の場合は、上記(1)又は(2)のいずれかの試験。

（ｂ）溶接技能者の技量に疑いを生じた場合は、工事に相応した試験を行い、その適否を判定し

　　　監督職員の承諾を受ける。

２－６－４　溶接施工

（ａ）溶接機とその付属用具は、溶接条件に適した構造及び機能を有し、安全に良好な溶接が

　　　行えるものとする。

（ｂ）溶接部は、有害な欠陥のないもので、表面は、できるだけ滑らかなものとする。

（ｃ）溶接順序は、溶接による変形及び拘束が少なくなるように定める。

（ｄ）材質、材厚、気温などを考慮の上、必要に応じて適切な溶接条件となるよう予熱を行う。

（ｅ）溶接に支障となるスラグ及び溶接完了後のスラグは入念に除去する。

（ｆ）著しいスパッタ及び塗装下地となる部分のスパッタは、除去する。

（ｇ）アークストライクは行わない。ただし、アークストライクを起こした場合は、鋼材表面

　　　を平滑に仕上げる。

２－６－５　鉄筋のフレア溶接

　　鉄筋のフレア溶接は右図による。

　　　　　※ ｄは鉄筋の呼び径を示す。

２－７　鉄筋の折り曲げ

鉄筋の折曲げ形状・寸法は以下の通りとする。

折曲げ内法直径（Ｄ）

折曲げ角度 折曲げ図 SD295A,SD295B,SD345 SD390

D16以下 D19～D38 D19～D38

d
D180°

余長
４ｄ以上

d

D135° 余長
６ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

d
90° 余長

D ８ｄ以上

d d
135° 余長 余長及び90° DD４ｄ ４ｄ(幅止め筋)

以上 以上

　※注　片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合には、

　　　　余長は４ｄ以上とする。

２－８　重ね継手及び定着長さ

　重ね継手及び定着の長さ、投影定着長さは下表による。

フックあり フックあり
コンクリートの鉄筋の
設計基準強度 Ｌａ Ｌｂ

種 類 Ｌ１ Ｌ２ Ｌ１ｈ Ｌ２ｈＦｃ(Ｎ／ｍｍ２)

18 45d 40d 35d 30d 20d 15d

21 40d 35d 30d 25d 15d 15d
SD295A

24～27 35d 30d 25d 20d 15d 15d
SD295B

30～36 35d 30d 25d 20d 15d 15d

39～45 30d 25d 20d 15d 15d 15d

18 50d 40d 35d 30d 20d 20d

21 45d 35d 30d 25d 20d 20d

SD345 24～27 40d 35d 30d 25d 20d 15d

30～36 35d 30d 25d 20d 15d 15d

39～45 35d 30d 25d 20d 15d 15d

21 50d 40d 35d 30d 20d 20d

24～27 45d 40d 35d 30d 20d 20d
SD390

30～36 40d 35d 30d 25d 20d 15d

39～45 40d 35d 30d 25d 15d 15d

一般定着の直線Ｌ２またはフック付きＬ２ｈの図

定着起点 定着起点 定着起点 定着起点

Ｌ２ Ｌ２ｈ Ｌ２ｈ Ｌ２ｈ

余長 余長 余長
（8ｄ以上） （6ｄ以上） （4ｄ以上）

直線定着 90°フック付き定着 135°フック付き定着 180°フック付き定着

２－１０　溶接金網の継手及び定着

の添巻

１.５巻き以上 ５０ｄ

５０ｄｄｄ

≧６ｄ ≧６ｄ
≧６ｄ

ｄｄ≧６ｄ

（重ね継手）（柱頭又は柱脚部）

（ｂ）中 間 部（ａ）末 端 部

２－１１　スパイラル筋の継手及び定着

　　　して最小かぶり厚さを定める。

　　　柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上と

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、特記による。特記がなければ下表による。ただし、

２－１２　鉄筋のかぶり厚さ

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

設計かぶり厚さ　※（　　）内は最小かぶり厚さ
部 位

仕上げあり 仕上げなし

スラブ 30（20） 40（30）
土に接し

屋 内 40（30） 40（30）
ない部分 柱・梁・補強壁

40（30） 50（40）屋 外

※２ ※２柱・梁・床スラブ・壁
土に接す 50（40）布基礎の立上り
る部分

※３,５ ※３,５
基礎 70（60）

※注(1)（   ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

　　(2)「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、仕上塗材、吹付け

　　　　又は塗装等の鉄筋の耐久性上有効でない仕上げのものを除く。

　　(3) スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコン

　　　　クリートの厚さを含まない。

　　(4) 軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

　　(5) 柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。

　　(6) 塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は特記による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数

　　　値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、（ｂ）による。

２－１３　鉄筋相互のあき

（ａ）鉄筋のあきａは原則として下記による。

　　　　　　　　呼び名の数値ｄの1.5倍以上 かつ25以上
ａD D　　　　　　 粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

※注　D：鉄筋の最大外径（ｂ）隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍

（ｃ）二段筋のあきは1.5ｄとする。

（ｄ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、（ａ）による。

３－１　あと施工アンカー打設

（ａ）特記なき場合接着系アンカーを使用する。

　　　また、接着系アンカーの接着剤（主材）には、有機系（エポキシアクリルレート系、

　　　ポリエステル系、エポキシ系、ビニルウレタン系）を用いる。

（ｂ）頭部ナット付きとする場合は、アンカー筋のねじ山が２以上ナットから出ることとする。

３－２　穿孔

（ａ）アンカーの種類、径及び長さ、施工条件等を勘案し、適切な機械を選定する。

（ｂ）穿孔は、既存骨組に有害な影響を与えないように行う。

（ｃ）埋込み配管等に当たった場合は、ただちに穿孔を中止し、監督員に報告し、指示を受ける。

（ｄ）鉄筋等に当たった場合は、穿孔を中止し、付近の位置に再穿孔を行う。中止された孔は、

　　　モルタルで充填する。

（ｅ）穿孔された構内に水があることが確認された場合は、監督員に報告し、指示を受ける。

（ｆ）穿孔された孔は、所定の深さがあることを確認する。

（ｇ）穿孔後、切粉が残らないようブロウ、ブラシ等で孔内を清掃する。

３－３　固着作業

（ａ）作業に用いる埋込み機械は、アンカーに対して適切なものとする。

（ｂ）取付けボルト又はアンカー筋には、埋込み深さを示すマーキングを施す。

（ｃ）接着剤が使用期限内であること及び主材が固まっていないことを確認する。

（ｄ）取付ボルト又はアンカー筋は、マーキングの位置まで埋込み、適切に攪拌を行う。

（ｅ）上向き作業の場合は、接着剤の漏出防止及び取付けボルト又はアンカー筋の脱落防止処理を

　　　行う。

（ｆ）作業後は目視・接触により全数固着状況を確認する。

３－４　養生

　養生期間は所定の強度が発現するまでとする。

鉄筋コンクリート構造補強配筋標準図　No.1

鉄筋コンクリート構造補強配筋標準図

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日
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